
最終更新日：2024年３月１日 

1 

 

 解 説  

 

１．シンガポールへの牛肉輸出 

シンガポールへの牛肉輸出にあたっては、SFA が認定した食品事業所（と畜場、

食肉処理場、食品加工工場など）から、認定された製品のみしか輸出できません。

したがって、初めに SFAから上述の認定を受けることが前提となります。 

 

２．実務上の留意点 

SFAによれば、シンガポールに牛肉を輸入し BtoCで販売する場合、輸入ライセン

スを取得しているシンガポール法人が輸入し、販売をすることになります。SFA に

よれば SFAが認可した製品以外はシンガポールに輸入することはできません。した

がって日本国内法人である取引先が直接シンガポールの個人顧客へ輸出すること

はできません。 

個人消費用ということであれば、５キログラムまでは個人携帯（スーツケースに

入れる等）が特別に認められており、上述のような SFAの条件は対象外となります。

しかし、これは個人消費用であるため、そのような手段でシンガポールに個人が持

ち込んだ牛肉は同国内で販売することはできません。 

よって、日本国内で土産用の牛肉を加工し、それを日本に旅行で来たシンガポー

ル人に購入してもらうということのみが現状可能です。 

  

３．シンガポールにおける牛肉流通事情について 

シンガポールには、世界中のあらゆるものが集まってきます。和牛に関しては、

オーストラリア産や米国産のものが輸入されており、これらの和牛が競合商品とな

ります。知名度がある日本国産のブランド和牛は重宝されると思われますが、オー 

Ｑ． 

 当社は和牛（地元ブランド牛）の加工・卸を行っています。シンガポール向け

に日本から BtoCで販売することは可能でしょうか。また、現地事情についても

教えてください。（食料品製造業） 

 

Ａ 

 シンガポールへの牛肉輸出にあたっては、シンガポール食品庁（以下、「SFA」

とする。）が認定した日本の食品事業所（と畜場、食肉処理場、食品加工工場な

ど）から、認定された製品のみしか輸出できません。したがって、初めに SFAか

ら上述の認定を受けることが前提となります。よって現状では BtoCでシンガポ

ール個人向けに牛肉を輸出することはできません。 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/44_Singapore_Export.pdf

